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在 学 生 の 声



2021年9月 修士課程入学
2023年9月 博士後期課程入学

修士課程：海外指定大学特別選考*
博士後期課程：一般入試

入試
区分

李 思儀

経歴 大学卒業後、早稲田大学大学院日本語教育研
究科の修士課程に進学しました。

＊現在、海外指定大学特別選考は実施しておりません。



日本語教育に
興味をもった
きっかけは？

早稲田大学大学院
日本語教育研究科を選んだ理由は？

日研では、言語・文化・人と
の関係性を重視した教育と
研究が行われています。実
践と理論の往還を大切にし
ながら、自身の問題意識を
深められる場であると感じ、
志望しました。

言語を学ぶことは人と関わる
ことだと感じ、言葉の使い手
を支援する日本語教育に
関心を持ちました。



大学院生活はどうですか？

理論・実践・研究をぐるぐる行き来
しつつ、「言葉って何だろう」「教え
るってどういうこと？」という問いに立
ち返る毎日です。授業では知識の
習得にとどまらず、他者との対話を
通じて自らの考えを磨き、実践に生
かすことを繰り返してきました。

特にゼミや授業内での意見交換は、自らの問いを再
構成し続ける貴重な機会となっています。他者とのす
り合わせを通じて、研究力だけでなく多面的な力が
養われていると感じています。

「正解」を求めるより、「問い」を大切にし
たい人にとって、日研はとても豊かな場所
です。むしろその「違和感」や「なんか変だ
な」が、研究の種になります。多様な背
景を持つ仲間との対話や、理論と実践を
往復する学びの中で、自分自身の言葉
で考える力が育まれると思います。

迷いながらでも、自分の問いに真摯に向
き合いたい方にとって、日研で過ごす時
間はきっと実りあるはずです。

受験を考えて
いる人への
メッセージ



◆博士後期課程 ３期目のスケジュール



山西智香

一般入試

入試
区分

小西 達也

経歴
大学卒業後、中国の大学にて日本語教師。
帰国後、修士号取得。その後、ベトナムの
大学にて日本語教師。

2022年9月 博士後期課程入学



日本語教育に興味をもった
きっかけは？

早稲田大学大学院
日本語教育研究科を選んだ理由は？

現在の指導教員に憧れていたというのが一番の理由で、現在

の自分の研究テーマであれば、日研が育成することを目指して

いる人材像と合致していると思いました。

海外に行って、様々な人たちの考え方や文化を知り、日本語を使って

外国人と接する仕事をしたかったからです。



大学院生活は
どうですか？

現在は、日本に帰国し、
日本語教師として国内
の実践にも取り組んで
います。実践と研究で、
忙しいですが充実した
毎日を過ごせています。

私も最初は不安で、研究に集中で
きる時間が持てるか心配していまし
たが、いつでも、日研の先生や先輩
方に連絡をとることもできますし、話
し合う時間を作ってくださいます。実
践をしながら、研究活動にも集中で
きる環境です。ぜひ、みなさんに日
研生としてお目にかかれることを楽し
みにしています！

日研には、以前の
私のように海外と日本を頻繁に行き
来しながら、博士後期課程に在籍し、
研究活動をしていらっしゃる方が多く
います。

修士は日研ではなく、博士後期課程入
学後も最初の２年間は海外と行き来し
ていたため、日研の授業を受ける機会は
限られていましたが、定期的な研究指導
を通じて指導教員の先生、先輩方と十
分にコミュニケーションをとる機会があり、
少ない時間でしたが、毎週研究する時
間を確保することができました。

受験を考えて
いる人への
メッセージ





「在学生の声」をご覧いただき
ありがとうございました。

皆さまと日研でお会いできる日を
楽しみにしています！
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